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ロ
シ
ア
極
東
サ
ハ
リ
ン
州
当
局
が
発
行
し
た
冊
子
「
露
日
関
係
の
ク
リ
ー
ル
諸
島
（
千
島
列
島
）
」
に
関
す
る

再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
三
六
六
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
御
指
摘
の
冊
子
は
、
平
成
十
八
年
六
月
二
十
日
に
発
行
さ
れ
た
同
名
の
冊
子
が
改
訂
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
冊
子
が
発
行
さ
れ
た
後
の
同
年
七
月
二
十
五
日
、
在
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
総
領
事
館

領
事
か
ら
サ
ハ
リ
ン
州
行
政
府
国
際
・
対
外
経
済
・
地
域
間
関
係
委
員
会
副
議
長
兼
日
本
関
係
局
長
に
対
し
、
北
方
領
土
問

題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
を
申
し
入
れ
た
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
在
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
総
領
事
館
領

事
か
ら
の
申
し
入
れ
に
対
し
、
サ
ハ
リ
ン
州
行
政
府
国
際
・
対
外
経
済
・
地
域
間
関
係
委
員
会
副
議
長
兼
日
本
関
係
局
長
か

ら
は
ど
の
よ
う
な
返
答
が
な
さ
れ
た
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
在
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
総
領
事
館
領
事
が
サ
ハ
リ
ン
州
行
政
府
国
際
・
対
外
経
済
・
地
域
間

関
係
委
員
会
副
議
長
兼
日
本
関
係
局
長
に
対
し
て
我
が
国
の
立
場
を
申
し
入
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
固
有
の
領
土

で
あ
る
北
方
領
土
が
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
っ
て
不
法
に
占
拠
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
時
、
ロ
シ
ア
政
府
に
対
し
て
も
何
ら

か
の
意
見
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
料
す
る
が
、
政
府
の
認
識
如
何
。

一



三

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
露
日
関
係
の
ク
リ
ー
ル
諸
島
（
千
島
列
島
）
」
は
平
成
十
八
年
六
月
二
十
日
に
発
行
さ
れ
た

と
さ
れ
て
い
る
が
、
七
月
二
十
五
日
に
我
が
国
の
立
場
を
申
し
入
れ
る
ま
で
、
一
ヶ
月
も
の
時
間
が
か
か
っ
た
理
由
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


